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実施日  平成 27 年６月２６日(金) 

場 所  富士見市民活動センター ぱれっと 

時 間  午前 10 時～12 時 

テーマ  エンディングノート 

参加者  ３０名  行財政受講者 ２４名 

一般参加者   ３名 

市民大学理事  ３名 

１．はじめに 

～富士見市民大学のみなさん～ 

終末期を人それぞれ彩りよく迎えたい 

～エンディングノートと現代の終活事情～ 

  本日はご参加くださいましてありがとうございます。  テレビや雑誌でも話題の、終活やエン

ディングノート。  「実際のところはどうなんだろう？」「何をして

いるのだろうか」と気になっておられません か？  エンディングノ

ートには「人生の終わりに向けて」というようなイメージがあります

が、実際 にはひとそれぞれ、書く内容も 書く目的も、用途も違っ

ています。  そして「終活」は、今をいかに、より楽しく生きるか？

がテーマであると考えております。  本日は、終末期を人それぞれ彩

りよく迎えるためのエンディングノートとは？終活とは？につ いて

もお話しさせていただきます。  どうぞよろしくお願いいたします。  

エンディングノート普及協会 代表理事 赤川 なおみ  

講 師 エンデイングノート普及協会  

 



- 2 - 

 

２．自己紹介 

 赤川 なおみ (養成講座全般)    

◆ エンディングノート普及協会代表理事  

エンディングノート  

ナビゲーター    

エンディングノート書き方講師  

日本終活 サポート協会理事  

◆ 愛媛県生まれ 福山市新市町在住、母、夫、子ども 4 人の 7

人家族  本家の一人っ子で本家の長男の嫁として、延命治

療をしない看取り、する看取りの 2 度の看取り と現在も続く介護を通して、利用者・家

族の立場から終活やエンディングノートの活用を考え ようと 2013 年 1 月にエンディン

グノート普及協会を設立。 

◆ 2014 年にはエンディングノートを作成した際に気付く問題のサポートを行うため、日本

終活サポート協会を設立。   

◆ 半年間で 1,000 人以上にエンディングノートの書き方や活用法を伝え、各地で講座・講

演を行っている。延命治療、介護、終末期の家族のサポートなどを得意とする。  
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・ 自分の葬儀やお墓の準備」「財産の相続を円滑に進めるための計画」だけではない 

    ・「終活は２００９年に週刊誌「朝日新聞」から生み出された言葉 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．終活とは？     生きてる今をどう生きるか？ 
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４．エンディングノートの歴史  
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５．エンデングノートの種類 

・ノートタイプ    ・自分史タイプ 

・タブレットタイプ  ・ＰＣ  

６．自分らしいエンディングノートを書くためのチェックシート    

    使用方法と なぜ必要か 

７．現代の終活事情      

 

８．現代の葬儀事情 

・ 一般葬 

・ 家族葬  

・ 直 葬 

  

 

７．あなたに必要なエンディングノートとは 
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９．相続・遺言 

遺言書の必要性と中味 

１０．延命治療 

延命治療をしないと決めたらしておくことは  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

◆ 講座の感想 市民大学に対する要望・意見 
 

１．この講座は良かったです。次回は「死」について送る側の心の問題（対応方法）につい

て希望します（７０代男性） 

 

２．今回の講座は身近なことでもあり、興味を以てうかがいました。気が付かないことが随

分あり有意義な講座でした。（７０代 男性） 

 

３．大変有意義な講座でした。お寺や墓等についても講座に取り入れて欲しい。 

（７０代 男性） 

 

 
 

講座受講風景 
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３．アンケート集計結果（第五回講座） 
 

１．集計結果 

１．配布数 ２５人   

２．回収数 １７人   

３．回収率  ６８．０％ 

 

２ 回答者  

１．５０歳以下      0          

２．５１～６０歳    0         

３．６１～７０歳    6 (35.3％） 

４．７１歳以上        11 (64.7％） 

 

１．女 性     5  (29.4%)   

１．男 性    12  (70.6%)  

  

３．設問と回答 

Q１．今回の講座の満足度。 

1. 大いに満足        12 (70.6%) 

  ２．普通              5 (29.40%) 

  ３．不満（期待外れ）    0 

       Q２． 今回の講座開催についてお尋ねします。 

１. 開催時期   良い  １7(100%)   

２. 時 間    良い  １7(92.3%)    

３.  会  場    良い  １6(94.1%) 交通の便が悪い  

Q３． 次期も行財政講座を受講したいですか。 

１．受講する         ９ (52.9%) 

２．できたら受講する      ６ (35.3%)   

３．受講しない            ０ 

４．内容による           ２ (11.8%) 

 

Q4 今年度の下記テーマの期待度（第一回からの累計） 

１．市長講座          22    ４．富士見市の財政       10 

２．エンデングノート    13      ５．地球温暖化            7 

３．震災・防災対策      14    ６．市議会傍聴。          8 
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４．今後取り上げて欲しいテーマ（第一回からの累計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ テーマ 累計 第一回 第二回 第三回 第四回 第五回

1 認知症サポーター制度 20 13 1 4 2

2 富士見市の未来予想図 17 12 2 2 1

3 防災・震災対策 15 12 1 2

4 富士見市の財政事情 15 9 1 2 2 1

9 富士見市の農業 12 5 2 1 1 3

8 富士見市の商業（活性化の取り組み） 10 5 1 1 3

7 身近な税金 9 5 1 2 1

6 うるおいやすらぎ「公園・緑地」 7 5 2

10 地域の防犯、自主防災組織 7 5 2

11 身近な国際交流 7 4 2 1

16 成年後見制度　 7 3 1 1 2

5 戸籍と住民基本台帳について 6 6

12 消費生活の豆知識（悪徳商法対策等） 5 4 1

14 情報公開制度の仕組みと運用 4 3 1

15 子供をまもれ、子供たちの安心安全 4 3 1

18 富士見市の交通安全について 4 2 2

22 情報考課制度の仕組みと運用 4 0 2 1 1

13 市内の青少年健全育成活動 3 3

17 男女共同参画社会について 3 2 1

20 選挙の基本的仕組み 3 1 2

19 富士見市の教育（教育委員会の役割等） 2 2

21 育児講座 1 1

165 105 15 14 9 22合　　　　　計


